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特
集江
戸
時
代
に
は
太
鼓
師
に
分
限
者
が
出
現
し
た
。
大
坂
渡
辺
村

の
太
鼓
屋
又
兵
衛
が
有
名
で
、
『
世
事
見
聞
録
』
に
は
、
又
兵
衛

「

小
稿
は
、
太
鼓
の
胴
内
に
記
き
れ
た
製
作
と
張
替
時
の
墨
書
銘
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
近
世
近
江
の
太
鼓
づ
く
り
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
断
片
的
な
資
料
と
は
い
え
集
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
太
鼓
職
人
の
歴
史
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
近
江
で
確
認
で
き
た
一

あ
ヱ
ペ

や
↑
か
も
う

七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
は
じ
め
に
製
作
の
太
鼓
は
、
京
都
天
部
村
で
製
作
さ
れ
た
太
鼓
で
あ
っ
た
。
近
江
の
野
洲
郡
か
ら
蒲
生
郡
地
域
で
は
、
天
部
の
技
術
的
影
え
ち

響
の
も
と
に
、
張
替
と
製
作
が
始
ま
り
、
蒲
生
郡
の
林
村
は
近
江
の
太
鼓
づ
く
り
の
中
、
心
と
な
っ
た
。
滋
賀
郡
で
も
太
鼓
づ
く
り
が
始
ま
り
広
が
っ
た
が
、
愛
知

郡
以
北
の
地
域
で
は
系
譜
の
異
な
る
太
鼓
づ
く
り
が
は
じ
ま
り
広
が
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
湖
東
に
特
徴
的
な
大
太
鼓
の
製
作
と
張
替
の
一
端
を
示

す
と
と
と
も
に
、
大
太
鼓
の
胴
が
北
陸
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
示
し
た
。
太
鼓
か
ら
歴
史
を
読
み
解
く
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

は
じ
め
に

近
江
の
太
鼓
づ
く
り

ｌ
張
替
と
製
作
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

は
お
よ
そ
七
○
万
両
の
分
限
者
で
、
倉
庫
に
は
和
漢
の
珍
器
を
充

満
し
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
皮
商
人
と
し
て
の
面
も
強
い
と

は
い
え
、
こ
の
「
太
鼓
又
」
の
活
動
の
場
大
坂
か
ら
「
太
鼓
か
ら

歴
史
が
み
え
る
」
と
主
張
し
て
お
ら
れ
る
渡
邊
実
氏
の
言
の
と
お

け
や
き

り
、
太
鼓
に
は
多
く
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
堅
い
樫
を
中
心

古
川

与
志
継
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２３近江の太鼓づくり

に
し
た
太
鼓
の
胴
は
貴
重
で
、
古
い
太
鼓
の
胴
が
使
い
続
け
ら
れ

て
い
る
事
例
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
胴
の
内
側
に
は

製
作
と
張
替
の
記
録
が
書
き
加
え
ら
れ
て
き
て
お
り
、
張
替
を
行

っ
た
太
鼓
師
は
そ
の
墨
書
を
確
認
し
、
自
ら
の
張
替
記
録
を
書
き

加
え
て
き
た
。
太
鼓
の
胴
内
の
墨
書
は
太
鼓
師
の
歴
史
を
語
っ
て

く
れ
る
重
要
な
記
録
資
料
で
あ
る
。

や
す

私
は
野
洲
の
部
落
史
編
纂
に
か
か
わ
る
機
〈
石
を
得
、
そ
の
時
に

出
会
っ
た
太
鼓
の
墨
書
か
ら
見
え
る
地
域
の
歴
史
を
再
発
見
す
べ

（
１
）
 

く
、
小
稿
を
草
し
た
。
太
鼓
の
胴
内
の
墨
書
は
、
太
鼓
が
破
れ
た

時
や
張
り
替
え
ら
れ
る
時
し
か
観
察
で
き
な
い
た
め
、
何
代
に
も

わ
た
る
継
続
的
調
査
で
な
い
と
全
貌
を
明
ら
か
に
す
こ
と
は
で
き

ず
、
組
織
的
な
取
り
組
み
が
大
切
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
意
味
で

も
、
多
く
の
方
々
と
と
も
に
研
究
す
る
素
材
と
し
て
大
変
よ
い
素

材
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

太
鼓
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
太
鼓
職
人
か
ら
の
聞
き
書
き
を
大

切
に
し
な
が
ら
ま
と
め
、
太
鼓
の
胴
の
墨
書
な
ど
を
も
た
ど
っ
た

三
宅
都
子
『
太
鼓
職
人
』
（
解
放
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
が
あ
り
、

そ
の
後
、
三
宅
都
子
『
食
肉
・
皮
革
・
太
鼓
の
授
業
人
権
教
育

の
内
容
と
方
法
』
（
解
放
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
も
刊
行
さ
れ
、

太
鼓
づ
く
り
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
太
鼓
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
決
し
て
進
ん
で
い
る
と
は
い

え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
「
浪
速
部
落
の
歴
史
」

編
纂
委
員
会
編
「
太
鼓
・
皮
革
の
町
浪
速
部
落
の
三
○
○
年
』

（
解
放
出
版
社
、
二
○
○
二
年
）
で
、
太
鼓
屋
又
兵
衛
家
を
中
心
に

追
跡
し
な
が
ら
周
辺
に
も
言
及
さ
れ
た
「
第
５
章
太
鼓
屋
又
兵

衛
・
伝
」
（
の
び
し
ょ
う
じ
執
筆
）
は
、
刺
激
的
な
論
考
で
あ
る
。

京
都
に
つ
い
て
は
、
京
都
部
落
史
研
究
所
編
著
『
京
都
の
部
落

あ
ｊ
ベ

史
』
史
料
編
に
は
張
替
証
文
な
ど
が
収
録
さ
れ
、
天
部
村
や
伽
辰
村

〈
ワ
ニ

部
の
か
わ
た
村
で
の
太
鼓
づ
く
り
史
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
京
都
天
部
村
の
太
鼓
づ
く
り
を
中
心
に
紹
介
し
た
辻
ミ
チ
子

（
３
）
 

「
太
鼓
屋
」
が
あ
る
。

（
４
）
 

近
江
に
関
し
て
は
、
『
近
江
八
幡
の
部
落
史
』
で
蒲
生
郡
林
村

の
太
鼓
屋
を
中
心
に
紹
介
さ
れ
、
太
鼓
の
皮
な
め
し
と
張
替
を
中

心
に
生
活
文
化
史
の
聞
き
取
り
に
よ
る
成
果
「
太
鼓
づ
く
り
山

（
５
）
 

川
原
の
太
鼓
づ
く
り
正
木
専
治
郎
さ
ん
の
華
明
り
』
と
、
『
も
う

一
冊
）

ひ
と
つ
の
近
江
文
化
ｌ
部
落
生
活
文
化
史
調
査
研
究
ｌ
』
が
あ
る
。

先
稿
後
、
私
の
研
究
も
あ
ま
り
進
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

い
く
つ
か
の
資
料
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
太
鼓
は
近
江
文
化

と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
基

礎
的
資
料
の
共
有
が
大
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
先
稿
と
重
複
す
る

部
分
も
あ
る
が
、
近
江
の
太
鼓
づ
く
り
に
つ
い
て
一
端
を
紹
介
し
、

責
を
果
た
し
た
い
。
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太
鼓
の
胴
か
ら
歴
史
が
見
え
る
こ
と
を
実
感
し
た
の
は
、
照
覚

寺
の
太
鼓
の
胴
の
墨
書
銘
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
太

鼓
の
張
替
時
に
、
住
職
前
田
正
明
氏
と
郷
土
史
家
の
市
木
亨
一
氏

が
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
拝
見
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。

野
洲
町
大
字
三
上
の
照
覚
寺
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院

や
ぐ
ら

で
、
門
を
入
っ
て
左
側
に
太
鼓
櫓
が
あ
り
、
小
口
径
七
一
一
ｍ
、
胴

の
長
さ
八
一
両
の
太
鼓
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
径
二
尺
四
寸
に
近

い
太
鼓
で
あ
り
、
こ
の
太
鼓
の
胴
の
内
面
一
面
に
次
の
よ
う
な
張

替
時
の
銘
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
（
墨
書
引
用
部
分
、
西
暦
は
引

用
者
に
よ
る
以
外
、
原
文
マ
マ
。
以
下
同
じ
）
。

照
覚
寺
の
太
鼓
墨
書
銘

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
八
月
吉
日

京
三
条
余
部
村
太
鼓
屋
橋
村
理
右
衛
門
（
花
押
）

元
禄
六
癸
酉
歳
（
一
六
九
三
）
十
月
吉
日
張
替

京
三
条
天
邊
た
い
こ
や
橋
村
理
右
衛
門
利
童
作
（
花
押
）

［
］
（
年
不
詳
）
京
た
い
こ
や
理
右
衛
門
（
花
押
）

享
保
四
歳
（
’
七
一
九
）
三
月
吉
日

江
州
野
須
郡
比
江
村
た
い
こ
や
安
右
衛
門
尉
（
花
押
）

享
保
九
甲
辰
年
（
一
七
二
四
）
四
月
吉
日

野
洲
郡
野
洲
町
照
覚
寺
の
太
鼓

寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
亥
十
月
吉
日

江
州
蒲
生
郡
八
幡
太
鼓
屋
儀
兵
衛
（
花
押
）

明
和
二
乙
酉
年
（
’
七
六
五
）

八
ま
ん
鴫
之
郷
林
村
太
い
こ
や
儀
兵
衛
（
花
押
）

安
永
九
子
二
七
八
○
）
九
月

八
ま
ん
嶋
之
郷
林
村
た
い
こ
や
儀
兵
衛
（
花
押
）

寛
政
六
寅
（
一
七
九
四
）
三
月
吉
日

江
州
蒲
生
郡
八
幡
嶋
之
郷
林
村
太
鼓
屋
儀
兵
衛
（
花
押
）

文
化
十
二
歳
二
八
一
五
）
亥
極
月
吉
日

江
州
蒲
生
郡
八
幡
鴫
之
郷
林
村
太
鼓
屋
儀
兵
衛
（
花
押
）

安
政
五
午
（
一
八
五
八
）
二
月
吉
日

江
州
岩
根
邑
太
皷
屋
平
八
作
人
（
花
押
）

（
年
不
詳
）
と
な
っ
て
い
る
部
分
は
、
文
化
一
二
年
（
一
八
一
五
）

の
太
鼓
屋
の
名
前
を
書
く
た
め
に
削
ら
れ
て
い
る
た
め
明
ら
か
に

で
き
な
い
。
正
保
四
年
三
六
四
七
）
の
墨
書
銘
が
大
き
く
堂
々

と
し
、
花
押
も
し
っ
か
り
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
墨
書
銘
に
記
さ

れ
た
う
ち
で
最
も
古
い
年
代
を
示
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
製
作

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
太
鼓
は
、
「
天
辺
（
天
部
）
の
太

（
７
）
 

鼓
」
の
遺
口
叩
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
の
後
一
一
回
は
京

享
保
十
九
甲
寅
年

江
州
吉
茶
市
村
太
い
こ
や
次
兵
衛
（
花
押
）

保
十
九
甲
寅
年
（
一
七
三
四
）
正
月
吉
日
張
替

江
州
蒲
生
郡
八
幡
山
鴫
之
郷
林
村
太
鼓
屋
儀
兵
衛
（
花
押
）



近江の太鼓づ くり2５ 

照覚寺の太鼓の墨書（市本亨一氏提供）

都
三
条
天
部
村
で
張
り
替
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
・
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）

に
は
太
鼓
が
あ
っ
た
野
洲
郡
内
の
吉
茶
市
村
の
太
鼓
屋
で
張
り
替

え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
享
保
一
九
年
（
’
七
三
四
）
か
ら
文

化
一
二
年
（
’
八
一
五
）
に
か
け
て
の
六
回
は
、
北
隣
に
位
置
し

か
も
う

た
蒲
生
郡
の
林
村
（
現
近
江
八
幡
市
）
の
太
皷
屋
で
張
り
替
え
ら

れ
、
安
政
五
年
（
’
八
五
八
）
に
は
、
野
洲
郡
の
東
隣
に
位
置
し

た
甲
賀
郡
の
岩
根
村
の
太
鼓
屋
に
よ
っ
て
張
り
替
え
ら
れ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

野
洲
郡
で
の
太
鼓
職
人
の
存
在
は
、
こ
の
太
鼓
の
墨
書
、
そ
れ

も
一
八
世
紀
前
半
（
享
保
期
）
の
墨
書
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
知

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
墨
書
は
、
凹
凸
の
激
し
い
太
鼓
の
胴
内

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
変
手
慣
れ
た
文
字
で
記
さ
れ
、
花
押
を
し
っ

か
り
据
え
て
い
る
。
し
か
し
、
同
地
で
は
太
鼓
張
替
の
伝
承
等
も

な
く
、
そ
の
後
の
張
替
が
蒲
生
郡
林
村
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
野
洲
郡
内
で
の
太
鼓
の
張
替
は
定
着
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

照
覚
寺
の
太
鼓
は
、
長
く
蒲
生
郡
林
村
の
太
鼓
屋
儀
兵
衛
に
よ

っ
て
張
り
替
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
太
鼓
屋
儀
兵
衛
は
、
林
村

蒲
生
郡
林
村
の
太
鼓
屋
儀
兵
衛
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で
の
太
鼓
張
替
の
中
心
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

林
村
は
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
八
）
伊
達
氏
が
近
江
に
拝
領
を

受
け
た
五
○
○
○
石
に
含
ま
れ
、
村
高
一
○
八
一
石
三
斗
二
升
四

合
で
あ
り
、
村
全
体
が
仙
台
藩
の
支
配
地
で
あ
っ
た
。

（
８
）
 

『
近
江
八
幡
の
部
落
史
』
に
よ
る
と
、
林
村
の
皮
革
業
は
、
履

物
が
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
太
鼓
の
製
造
・
修
理
も
林
村
の
大
事
な

仕
事
で
あ
っ
た
。
林
村
は
、
慶
長
年
間
（
’
五
九
六
～
一
六
一
五
）

に
豊
臣
秀
次
が
八
幡
山
に
築
城
し
た
時
ど
こ
か
ら
か
七
戸
が
移
住

さ
せ
ら
れ
、
皮
革
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
享

（
９
）
 

保
七
年
（
’
七
一
一
一
一
）
に
は
戸
数
九
戸
で
あ
っ
た
と
い
う
。
今
日

で
も
、
林
村
で
製
造
さ
れ
た
太
鼓
の
銘
文
や
証
文
を
湖
東
の
社
寺

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
事
例
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

現
野
洲
町
三
上
の
大
谷
家
の
径
一
尺
五
寸
の
太
鼓
の
銘
（
先
稿

で
紹
介
）
に
あ
る
寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
の
「
た
い
こ
や
理

右
衛
門
」
は
、
京
都
天
部
の
橋
村
理
右
衛
門
で
あ
り
、
最
初
の
製

作
は
京
都
の
天
部
の
太
鼓
屋
で
あ
っ
た
。
つ
づ
く
明
暦
四
年
（
一

六
五
八
Ⅱ
万
治
元
年
、
七
月
に
改
元
）
蒲
生
郡
林
村
の
「
た
い
こ
や

儀
兵
衛
」
の
記
録
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
林
村
で
の
太
鼓
張
替
の
も

っ
と
も
古
い
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
儀
兵

衛
の
活
動
は
他
の
史
料
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

筆
者
の
確
認
し
た
太
鼓
で
は
、
近
江
八
幡
市
立
資
料
館
所
蔵
の

太
鼓
（
後
述
）
に
享
保
一
五
年
（
一
七
三
○
）
三
月
の
張
替
墨
書

銘
が
あ
り
、
現
野
洲
町
小
南
悲
願
寺
の
太
鼓
に
は
享
保
一
七
年
ご

（
⑪
）
 

七
一
一
一
一
一
）
六
月
の
張
替
墨
書
銘
を
確
認
し
て
お
り
、
さ
ら
に
先
記

の
野
洲
町
三
上
照
覚
寺
の
享
保
一
九
年
（
一
七
三
四
）
正
月
の
張

替
墨
書
銘
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
続
く
も
の
と
し
て
、
現
近
江
八
幡

市
の
本
願
寺
派
別
院
の
太
鼓
に
元
文
五
年
二
七
四
○
）
卯
月
の

太
皷
屋
儀
兵
衛
の
張
替
銘
を
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
近
江
八
幡
の
本
願
寺
派
別
院
（
八
幡
別
院
）
の
太
鼓
楼
に

（
Ⅱ
｝
 

あ
る
太
鼓
の
銘
は
、
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。

八
幡
の
本
願
寺
派
別
院
は
、
は
じ
め
顕
如
の
時
に
安
土
城
下
に

建
立
さ
れ
た
と
い
い
、
天
正
一
四
年
（
’
五
八
六
）
羽
柴
秀
次
が

八
幡
山
城
を
築
き
安
土
の
民
家
を
移
転
さ
せ
る
に
と
も
な
い
、
当

院
も
移
転
し
て
六
町
の
寺
地
を
与
え
ら
れ
、
文
禄
元
年
（
一
五
九

二
）
准
如
が
京
都
か
ら
下
っ
て
遷
仏
供
養
を
行
っ
た
。
慶
長
五
年

（
一
六
○
○
）
九
月
、
関
ヶ
原
の
合
戦
で
勝
利
し
た
徳
川
家
康
は

上
洛
の
途
次
一
八
日
、
当
院
に
宿
泊
し
た
。
寛
永
一
一
年
（
’
六

三
四
）
徳
川
家
光
の
上
洛
時
も
当
院
に
入
り
、
以
後
、
朝
鮮
人
来

聴
通
行
時
に
は
正
使
の
昼
食
所
に
あ
て
ら
れ
た
。
元
禄
一
一
一
一
年
（
一

七
○
○
）
本
願
寺
寂
如
の
時
に
本
堂
を
再
建
し
、
こ
れ
が
現
在
の

建
物
と
い
う
。

こ
の
別
院
の
太
鼓
楼
に
掛
か
る
太
鼓
は
、
胴
径
二
尺
二
寸
、
口

径
二
尺
五
寸
（
胴
径
と
口
径
が
逆
か
）
の
標
で
作
ら
れ
て
い
る
と
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あ
り
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
一
○
月
の
資
料
調
査
時
に
張
替

中
の
太
鼓
を
確
認
し
、
六
つ
の
銘
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
も
と
は
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
正
月
、
紀
伊
国
池
田

庄
の
福
林
寺
（
現
在
は
、
紀
ノ
川
北
岸
の
打
田
町
豊
田
の
福
林
寺
）

で
作
ら
れ
た
古
太
鼓
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
永
三

年
（
一
五
二
一
一
一
）
五
月
一
四
日
、
三
貫
文
で
張
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。

き
ょ
う
み
よ
う

こ
の
一
一
つ
の
銘
に
は
張
替
職
人
の
記
載
は
な
く
、
僧
の
交
名
（
名

た
い
』
」
げ

前
の
列
記
）
や
太
鼓
偶
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
残
る
四
つ
の
銘
は
、

次
の
よ
う
な
林
村
で
の
張
替
銘
で
あ
っ
た
。

元
文
五
年
（
一
七
四
○
）
卯
月
吉
日

八
幡
太
鼓
屋
張
替
儀
兵
術
（
花
押
）

延
享
三
鋪
（
’
七
四
六
）
六
月
吉
日
林
義
平
（
花
押
）

寳
暦
三
年
（
一
七
五
一
一
一
）
酉
九
月
吉
日
半
口
張
替

嶋
之
林
村
太
鼓
屋
義
兵
衛
（
花
押
）

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
十
月
大
林
増
田
七
五
郎

湖
東
の
真
宗
寺
院
の
中
核
と
な
る
八
幡
町
の
本
願
寺
派
別
院
の

太
鼓
の
張
替
は
、
東
本
願
寺
の
時
太
鼓
の
張
替
を
天
部
村
の
人
々

が
奉
納
し
た
よ
う
に
、
名
誉
あ
る
仕
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

（
吃
）

る
。
こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
、
現
時
点
で
は
儀
兵
衛
の
本
格
的
な
活

躍
は
一
八
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ

（
旧
｝

る
。

よ
る
す
や

太
鼓
屋
儀
兵
衛
は
、
万
屋
儀
兵
衛
と
し
て
も
確
罰
唾
さ
れ
る
が
、

新
し
い
時
期
で
は
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
、
嘉
永
六
年
（
一

（
Ｍ
｝
 

八
五
一
一
一
）
七
月
の
太
鼓
屋
儀
兵
衛
の
銘
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
現

在
こ
れ
以
降
の
明
治
期
の
張
替
記
録
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
儀

兵
衛
の
太
鼓
づ
く
り
に
お
け
る
位
置
が
変
化
し
た
可
能
性
が
あ

る
。
儀
兵
衛
の
張
替
の
広
が
り
は
、
野
洲
郡
の
三
上
村
照
覚
寺
の

事
例
の
ほ
か
に
も
、
文
化
一
四
年
二
八
一
七
）
七
月
、
甲
賀
郡

北
内
貴
村
庄
屋
に
太
鼓
張
替
請
合
一
札
を
出
し
て
お
り
、
八
幡
周

辺
（
蒲
生
郡
）
を
は
じ
め
隣
の
野
洲
郡
、
さ
ら
に
は
甲
賀
郡
へ
及

ん
で
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
島
村
（
現
近
江
八
幡
市
島
町
）

専
称
寺
境
内
に
あ
る
稲
荷
神
社
の
太
鼓
に
も
天
明
六
年
二
七
八

六
）
二
月
「
江
川
八
幡
鴫
之
郷
林
村
太
鼓
屋
儀
兵
衛
」
の
銘
が
知

ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
近
江
八
幡
市
立
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
太
鼓
は
、

口
径
六
五
～
七
○
ｍ
（
二
尺
一
寸
五
分
～
三
寸
）
で
、
特
色
あ
る

銘
が
確
認
さ
れ
る
（
銘
は
先
稿
に
掲
載
）
。

こ
の
太
鼓
も
京
都
天
部
の
太
鼓
で
、
享
保
八
年
（
一
七
一
一
三
）

太
皷
屋
橋
村
理
兵
衛
の
製
作
で
あ
り
、
以
後
の
張
替
は
、
林
村
で

行
っ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
三
人
の
連
名
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
享
保
一
○
年
（
’
七
一
一
一
○
）
三
月
は
、
儀
兵
衛
・
七
郎

兵
衛
・
利
兵
衛
、
宝
暦
四
年
（
’
七
五
四
）
五
月
・
宝
暦
一
三
年
（
一

七
六
三
）
九
月
・
天
明
七
年
（
’
七
八
七
）
七
月
は
儀
兵
衛
・
七

郎
兵
衛
・
九
兵
衛
、
文
政
一
○
年
（
一
八
二
七
）
六
月
は
儀
兵
術
．
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と
こ
ろ
で
、
儀
兵
衛
が
張
替
を
し
た
と
の
銘
を
も
つ
、
島
村
の

専
称
寺
境
内
に
あ
る
稲
荷
神
社
の
太
鼓
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四

八
）
二
月
に
は
「
嶋
之
郷
林
村
太
鼓
屋
七
郎
兵
衛
」
の
銘
が
記
さ

れ
て
い
る
。
七
郎
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
天
明
五
年
二
七
八
五
）
、

こ
の
太
鼓
は
蒲
生
郡
八
幡
町
中
の
大
工
町
に
あ
る
順
応
寺
（
真

宗
大
谷
派
）
の
旧
蔵
品
で
、
大
工
町
に
は
、
戦
国
期
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
て
近
江
国
大
工
組
頭
を
勤
め
、
大
工
高
一
八
石
余
を
有

し
た
高
木
作
右
衛
門
家
の
居
宅
が
あ
っ
た
。
八
幡
町
大
工
組
頭
と

ひ
む
れ

し
て
比
牟
礼
社
を
は
じ
め
八
幡
町
内
の
主
な
寺
社
の
ほ
か
、
安
土

浄
厳
院
・
日
野
信
楽
院
・
甲
賀
郡
矢
川
神
社
・
神
崎
郡
弘
誓
寺
、

ま
た
東
寺
の
五
重
塔
（
京
都
）
・
一
身
田
専
修
寺
（
三
重
県
津
市
）

（
旧
）

等
の
並
曰
請
に
従
事
し
て
い
る
。
近
江
八
幡
市
立
資
料
館
収
蔵
の
太

鼓
は
、
こ
の
高
木
家
と
の
関
係
が
あ
る
寺
院
の
太
鼓
と
し
て
、
特

別
な
意
味
が
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
お
き
た
い
。

九
兵
衛
・
源
介
の
連
名
記
載
と
な
っ
て
い
る
。
儀
兵
術
と
七
郎
兵

衛
に
つ
い
て
は
活
動
の
一
端
を
確
認
で
き
る
が
、
利
兵
衛
・
九
兵

衛
・
源
介
の
名
前
に
つ
い
て
は
他
の
資
料
で
確
認
で
き
て
お
ら

ず
、
今
後
そ
の
活
動
の
痕
跡
を
確
認
で
き
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ

．ｒ《、『ノｏ

蒲
生
郡
林
村
の
太
鼓
屋
七
郎
兵
衛

一
、
壱
賃
三
百
文

小
太
鼓
張
替
代

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
三
月
に
土
田
村
（
現
近
江
八
幡
市
土

田
町
）
庄
屋
宛
に
出
し
た
太
鼓
張
替
証
文
、
弘
化
二
年
二
八
四
五
）

に
江
頭
村
（
現
近
江
八
幡
市
江
頭
町
）
神
事
太
鼓
に
つ
い
て
提
出

し
た
証
文
に
も
、
七
郎
兵
衛
の
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
安
政
四
年
二
八
五
七
）
に
中
小
森
村
十
座
の
教
信
寺
に
門

（
〃
）

徒
が
寄
進
し
た
太
鼓
は
、
林
村
枡
屋
七
郎
兵
衛
が
製
造
し
た
と
記

録
さ
れ
て
い
る
。

（
〃
）

こ
の
太
鼓
屋
七
郎
兵
衛
の
名
前
は
、
琵
琶
湖
西
岸
の
現
志
賀
町

南
小
松
の
太
鼓
張
替
証
文
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
化
一
四

年
（
一
八
一
七
）
七
月
、
木
口
二
尺
の
太
鼓
両
口
張
替
で
一
両
二

朱
と
し
、
一
○
年
間
の
請
合
証
文
を
出
し
て
お
り
、
文
政
八
年
二

八
二
五
）
一
一
一
月
、
文
久
一
一
一
年
（
一
八
六
三
）
六
月
に
も
両
皮
張
替

（
肥
）

の
証
文
を
出
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
四
月
二
一
日
、
林
村
の

道
場
は
正
式
に
願
通
寺
の
寺
名
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
儀

兵
術
・
七
郎
兵
衛
ら
が
、
林
村
の
文
化
の
中
心
で
信
仰
の
場
で
あ

｛
随
〉

西
本
郷
村
（
現
近
江
八
幡
市
西
本
郷
町
）
「
本
郷
大
明
神
記
録
」
に

次
の
記
述
が
あ
り
、
一
八
世
紀
後
半
に
比
較
的
大
き
な
太
鼓
を
扱

っ
て
い
た
。

「
大
太
鼓
壱
つ

鴫
ノ
郷
七
郎
兵
衛

代
金
四
両
壱
歩
外
二
百
文
酒
代
遣
ス
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こ
う
が
み
な
く
ち

急
ぶ

函
単
‐
賀
郡
水
口
町
の
宇
川
会
館
に
置
か
れ
て
い
る
太
鼓
は
、
貴
生

か
わ

川
中
学
校
に
あ
っ
た
太
鼓
と
い
わ
れ
、
元
の
使
用
方
法
な
ど
は
明

ら
か
で
な
い
が
、
木
口
径
七
二
四
長
さ
七
七
ｍ
、
胴
内
の
記
述

か
ら
は
径
二
尺
四
寸
の
太
鼓
で
あ
る
。
胴
の
二
方
に
付
く
環
は
、

胴
と
直
交
す
る
よ
う
に
二
つ
ず
つ
対
に
な
っ
て
お
り
、
棒
を
通
せ

ば
担
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
胴
内
に
次
の
よ
う
な
銘
が
確
認
で
き
る

（
寛
延
三
年
の
銘
は
和
太
鼓
探
険
倶
楽
部
の
学
習
会
で
発
見
）
。

寛
保
元
酵
（
一
七
四
一
）
卯
月
吉
日
張
立

江
州
蒲
生
八
幡
林
村
太
鼓
屋

半
口
寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）
□
四
月
吉
日

（
俄
力
）

江
州
蒲
生
郡
［
］
林
村
太
鼓
屋
□
［
］
半
ロ

明
和
七
稔
（
一
七
七
○
）
寅
閏
六
月
日
林
村
平
兵
衛
張

天
明
七
未
（
一
七
八
七
）
三
月
吉
日

八
幡
鴫
之
郷
林
村
太
鼓
屋
［
］

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
灰
三
月
吉
日

八
幡
鴫
ノ
郷
林
村
太
鼓
屋
平
兵
衛
（
花
押
）

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
巳
五
月
日

江
州
八
幡
鴫
之
郷
林
村
内
山
城
屋
甚
六
（
花
押
）
半
口

っ
た
願
通
寺
の
活
動
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

甲
賀
郡
水
ロ
町
宇
川
会
館
の
太
鼓

に
「
平
兵
衛
」
、
お
よ
び
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
正
月
に
「
太

鼓
屋
平
兵
衛
」
の
墨
書
銘
を
確
認
で
き
る
。
儀
兵
衛
等
と
は
異
な

る
張
替
職
人
の
出
現
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
寛

保
元
年
（
一
七
四
一
）
の
銘
は
二
行
書
き
で
弱
い
印
象
を
与
え
、

次
の
行
に
名
前
と
花
押
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
消
さ
れ
て
い
る
。

寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）
・
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
の
銘
も
太
鼓

屋
の
名
前
が
消
さ
れ
て
判
読
で
き
な
い
。
寛
保
元
年
と
寛
延
三

年
・
天
明
七
年
の
太
鼓
屋
の
名
前
が
消
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
意

図
的
な
も
の
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
表
記
か
ら
す
る
と
儀
兵
衛

の
銘
に
類
似
し
、
俵
兵
衛
の
製
作
に
な
る
太
鼓
で
あ
ろ
う
。
明
和

七
年
の
平
兵
衛
の
銘
に
花
押
が
な
く
、
安
政
四
年
に
は
山
城
屋
甚

六
に
替
わ
っ
て
い
る
。

林
村
の
太
鼓
張
替
の
技
術
は
、
張
替
銘
か
ら
す
る
と
京
都
天
部

の
太
鼓
師
の
も
の
に
近
く
、
野
洲
郡
の
吉
茶
市
村
の
場
合
も
含
め
、

天
部
の
太
鼓
技
術
が
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

正
則
に
花
押
を
据
え
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
太
鼓
の
胴
内
の
仕

上
げ
方
法
も
太
鼓
の
一
方
の
木
口
を
下
に
し
て
の
ぞ
き
込
ん
だ
時

横
方
向
に
削
る
も
の
で
あ
り
、
天
部
の
太
鼓
と
近
似
し
て
い
る
。

花
押
の
あ
る
な
し
は
職
人
の
系
譜
意
識
の
上
で
重
要
な
意
味
を
持

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
尺
四
寸
半
口
は
り
か
え

林
村
の
太
鼓
職
人
と
し
て
、
明
和
七
年
二
七
七
○
）
閏
六
月
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さ
て
、
近
江
の
太
鼓
づ
く
り
で
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
、

え
ら

や
玄
か
わ
ば
ら

愛
知
郡
愛
知
川
町
山
川
原
の
太
鼓
づ
く
り
で
あ
り
、
現
在
も
滋
賀

県
を
代
表
す
る
伝
統
工
芸
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ご
か
し
よ
う

筆
者
が
確
認
し
た
太
鼓
で
は
、
五
個
荘
町
立
歴
史
民
俗
資
料

館
の
太
鼓
銘
に
「
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
申
ノ
壬
二
月
の
ら
田

太
こ
屋
六
右
衛
門
」
の
銘
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
太
鼓
は
五
個

儀
兵
術
は
林
村
で
の
太
鼓
づ
く
り
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た

が
、
林
村
で
の
儀
兵
衛
の
太
鼓
づ
く
り
と
張
替
は
幕
末
期
に
衰
退

し
た
よ
う
に
見
え
、
従
前
か
ら
活
躍
し
て
き
た
太
鼓
屋
七
郎
兵
衛

や
そ
の
他
の
張
替
職
人
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
湖
西

（
志
賀
町
域
）
の
太
鼓
張
替
を
行
う
者
も
出
現
し
た
。

一
九
世
紀
中
頃
に
は
林
村
で
何
人
か
の
張
替
職
人
が
生
ま
れ
、

活
発
に
張
替
を
行
っ
て
い
た
が
、
林
村
以
外
の
村
で
も
張
替
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
（
先
稿
）
。

一
方
、
滋
賀
郡
に
は
八
木
山
村
に
太
鼓
づ
く
り
の
職
人
太
鼓
屋

文
四
郎
が
お
り
、
代
々
張
替
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
の
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
一
八
世
紀
末
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
お

り
、
少
な
く
と
も
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ま
で
は
続
い
て
い
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

愛
知
郡
と
そ
の
周
辺
の
太
鼓
屋

の
ら
だ

で
あ
っ
た
が
、
隣
村
の
野
良
田
村
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

く
、
自
ら
も
野
良
田
村
と
記
し
て
い
る
も
の
が
か
な
り
認
め
ら
れ

る
。
江
戸
時
代
中
期
の
世
相
を
描
い
た
『
世
事
見
聞
録
』
に
は
、

大
坂
に
近
い
渡
辺
村
で
豪
箸
を
き
わ
め
た
太
鼓
屋
又
兵
衛
と
と
も

に
、
こ
の
野
良
田
村
の
穣
多
頭
才
次
・
才
兵
衛
の
二
人
も
皮
革
を

扱
い
、
三
、
四
○
万
両
の
身
の
上
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
初
期
の
山
川
原
村
（
野
良
田
）
の
革
細
工
で
は
履
物
・
煙
草

の
ら
だ
い
ん
で
ん

入
れ
な
ど
の
袋
物
が
中
・
心
で
、
「
野
良
田
位
田
」
と
い
う
煙
草
入

荘
町
宮
荘
の
行
願
寺
旧
蔵
の
太
鼓
で
、
口
径
七
一
～
七
四
・
五
ｍ

長
さ
八
五
ｍ
あ
り
、
重
複
し
な
が
ら
一
面
に
墨
書
が
残
さ
れ
、
判

読
し
が
た
い
銘
も
あ
る
が
、
次
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
太
鼓
は
宝
永
六
年
（
’
七
○
九
）
六
月
「
京
天
部
西
が
わ

た
い
こ
屋
橋
村
理
兵
衛
（
花
押
）
」
の
銘
が
あ
り
、
こ
の
銘
が
製

作
時
の
も
の
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
や
は
り
天
部
の
太
鼓

と
考
え
ら
れ
る
。
胴
内
面
は
、
上
下
を
除
き
顕
著
な
横
方
向
の
削

り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
先
記
の
正
徳
六
年
二
月
の
銘
、

享
保
一
三
年
（
’
七
二
八
）
’
○
月
の
銘
（
太
鼓
屋
は
不
明
）
、
寛

（
剛
力
）

延
一
二
年
（
一
七
五
○
）
正
月
「
神
崎
郡
栗
見
之
庄
田
口
村
太
鼓
｛

（
川
）

屋
｝
理
太
夫
（
花
押
）
」
の
銘
、
文
化
一
四
年
の
銘
（
太
鼓
屋
は
不
明
）
、

明
治
四
○
年
二
九
○
七
）
山
川
原
の
銘
（
太
鼓
屋
は
不
明
）
が
、

断
片
的
な
が
ら
確
認
で
き
る
。

か
わ
は
ら

と
こ
ろ
で
、
山
川
原
は
江
戸
時
代
に
は
愛
知
郡
川
原
村
の
枝
郷
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れ
は
有
名
で
あ
り
、
さ
ら
に
太
鼓
・
雪
踏
な
ど
も
あ
り
、
京
阪
地

（
釦
）

方
や
伊
勢
・
尾
張
の
近
傍
へ
も
販
路
を
も
っ
て
い
た
。

ま
た
、
年
号
が
明
ら
か
で
な
い
が
、
愛
知
郡
柳
川
（
彦
根
市
）

の
問
屋
で
あ
っ
た
福
島
屋
庄
兵
術
か
ら
、
野
良
田
村
の
丸
屋
才
治

（
才
次
）
に
宛
て
た
巳
一
○
月
一
六
日
の
塩
津
中
村
之
太
鼓
胴
荷

へ
副
一

し
お
つ

一
安
覚
が
確
認
で
き
る
。
塩
津
中
村
の
佐
右
衛
門
が
送
っ
て
き
た
大

小
五
つ
の
太
鼓
胴
を
、
金
一
九
両
二
朱
と
銭
九
七
三
文
で
受
け
取

っ
た
こ
と
、
そ
の
代
金
を
こ
の
船
頭
・
宗
右
衛
門
に
渡
す
こ
と
を

求
め
て
い
る
。
太
鼓
の
胴
が
塩
津
中
村
か
ら
船
で
柳
川
港
へ
送
ら

れ
、
さ
ら
に
野
良
田
村
（
川
原
村
枝
郷
）
の
丸
屋
才
次
に
送
ら
れ
た
。

丸
屋
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
二
月
「
近
江

国
愛
知
郡
川
原
村
枝
郷
戸
籍
」
に
「
明
治
二
巳
四
十
三
歳
才

次
」
「
農
業
井
鞄
商
ひ
心
牛
蝋
商
ひ
」
と
あ
り
、
こ
の
時
村
内
で
「
農

業
弁
太
鼓
商
ひ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
「
五
十
壱
歳
六
右
衛

門
」
の
み
で
あ
っ
た
。

な
め
し
か
わ
ろ
う

丸
屋
才
次
は
、
鞄
や
牛
蝋
な
ど
を
手
広
く
商
売
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
が
、
太
鼓
の
銘
で
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
太
鼓
の
張
替

（
型
｝

ま
で
は
行
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
六
右
衛
門
家
で
は
、
才

次
家
を
通
じ
て
太
鼓
の
胴
を
入
手
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
才
次
が
太
鼓
代
を
受
け
取
っ
て
い
る
史
料
も
あ
り
、

才
次
は
、
太
鼓
の
胴
の
入
手
や
六
右
衛
門
製
作
の
太
鼓
の
販
売
に

も
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

》
》
勺
公
ｂ

先
稿
に
紹
介
し
た
犬
上
郡
甲
良
町
域
の
ｊ
心
〉
の
と
思
わ
れ
る
口
径

六
四
ｍ
長
さ
八
○
・
八
ｍ
の
太
鼓
は
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）

い
ぬ
か
み

犬
上
郡
竹
之
内
村
の
太
鼓
屋
太
郎
右
ヱ
門
が
製
作
－
）
、
以
後
一
八

九
三
年
（
明
治
二
六
）
ま
で
張
替
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。
太
鼓
屋
の
銘
に
は
花
押
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
太
鼓
胴
内

の
削
り
あ
と
も
、
縦
方
向
に
太
鼓
の
両
側
か
ら
刻
ん
で
い
た
。

ま
た
、
彦
根
市
内
の
寺
院
の
口
径
五
四
ｍ
長
さ
六
八
ｍ
の
太
鼓

こ
う
大

は
、
文
政
一
一
二
年
（
一
八
三
○
）
坂
田
郡
甲
田
村
枝
郷
の
太
鼓
屋

弥
三
郎
が
製
作
し
た
太
鼓
で
あ
り
、
や
は
り
花
押
は
記
さ
れ
ず
、

胴
内
面
は
縦
方
向
に
荒
く
削
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
口
径
六
三
ｍ
長
さ
八
九
ｍ
の
寺
の
太
鼓
は
、
天
明
八

年
（
一
七
八
八
）
に
坂
田
郡
甲
田
村
で
製
作
さ
れ
た
太
鼓
で
あ
っ

た
が
、
文
化
一
○
年
（
’
八
一
三
）
に
は
犬
上
群
竹
之
内
村
で
張

替
が
行
わ
れ
て
い
た
。
と
も
に
花
押
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上
下

の
木
口
近
く
を
横
方
向
に
三
条
削
り
、
中
は
縦
方
向
に
両
側
か
ら

削
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
明
治
四
年
（
一
八
七
二
一
○
月
以
降
、

山
川
原
で
製
作
さ
れ
た
口
径
五
○
ｍ
長
さ
六
七
ｍ
の
太
鼓
も
、
胴

〈
鋼
）

は
両
側
か
く
り
縦
方
向
に
の
み
削
ら
れ
て
い
た
。

湖
東
の
愛
知
郡
薩
摩
村
（
現
彦
根
市
薩
摩
町
）
の
大
太
鼓
を
新

愛
知
郡
薩
摩
村
の
「
太
鞁
由
来
記
」
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調
し
た
と
き
に
薩
摩
邑
北
出
惣
中
が
記
し
た
興
味
深
い
記
録
、
寛

政
一
二
年
（
’
八
○
○
）
六
月
二
九
日
の
「
太
鞁
由
来
記
」
が
確

（
皿
）

詞
叫
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
冊
子
の
内
題
は
「
大
太
鞁
由
来
」
で
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

’
一
一
月
二
五
日
が
祭
礼
で
あ
る
の
で
例
年
の
通
り
二
三
日
の
晩
に
寄

り
合
い
、
太
鼓
な
ど
は
控
え
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

し
か
し
寄
合
後
、
若
者
た
ち
が
「
そ
っ
と
櫛
キ
候
所
、
時
節
到
来

二
而
打
破
し
申
候
」
と
あ
り
、
太
鼓
は
壊
れ
て
し
ま
っ
た
。

ど
う
し
よ
う
か
と
惣
中
が
寄
り
合
っ
た
う
え
、
「
是
ハ
末
代
迄

（
侭
力
）

之
重
物
な
れ
ハ
、
其
尽
二
捨
置
か
た
く
、
頭
分
之
衆
中
茂
一
統
二
、

兎
角
若
キ
者
ど
も
之
役
目
な
れ
ハ
、
名
代
・
之
太
鞍
可
仕
よ
し
、

相
談
相
極
り
、
猶
又
北
出
中
と
と
く
世
話
可
致
よ
し
」
と
あ
り
、

「
末
代
迄
之
重
物
」
で
あ
る
の
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は

で
き
ず
、
代
わ
り
の
太
鼓
を
作
る
こ
と
に
決
ま
り
、
北
出
惣
中
に

世
話
を
任
さ
れ
た
。

ま
ず
、
太
鼓
の
胴
に
つ
い
て
方
々
に
聞
き
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

木
之
濱
（
野
洲
川
河
口
に
近
い
現
守
山
市
木
浜
町
か
）
に
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
、
中
老
善
助
と
若
衆
の
喜
三
郎
・
伊
介
の
一
一
一
人
が
行
っ

た
と
こ
ろ
、
昨
年
ま
で
は
三
柄
あ
っ
た
が
売
り
払
っ
て
、
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
（
坂
田
郡
）
北

甲
田
村
に
あ
る
と
の
こ
と
で
、
中
老
、
若
衆
宿
惣
四
郎
、
中
老
治

郎
兵
衛
・
惣
兵
衛
・
善
助
、
若
衆
伊
八
・
又
治
郎
の
六
人
が
行
っ

た
と
こ
ろ
、
三
、
四
柄
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
小
振
り
で
間
に

合
わ
な
か
っ
た
。
犬
上
郡
多
賀
に
よ
い
太
鼓
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、

中
老
善
介
、
若
衆
又
治
郎
・
伊
八
の
三
人
は
帰
り
に
多
賀
へ
寄
っ

た
。
木
屋
孫
介
方
に
適
当
な
胴
が
あ
り
、
相
談
し
た
と
こ
ろ
代
金

拾
四
両
で
手
を
打
ち
、
決
定
し
た
。

四
月
一
一
日
、
中
老
・
若
衆
三
○
人
が
、
太
鼓
を
受
け
取
り
に
行

っ
た
。
朝
明
六
つ
時
に
出
立
し
、
代
金
を
渡
し
て
太
鼓
を
犬
上
川

の
河
原
へ
持
ち
出
し
、
河
原
伝
い
に
河
口
ま
で
持
ち
出
し
、
漸
々

七
つ
半
時
に
八
坂
（
現
彦
根
市
八
坂
町
）
の
船
場
に
着
い
た
。
そ

れ
か
ら
船
に
乗
せ
、
そ
の
夜
五
つ
半
時
に
薩
摩
村
へ
着
い
た
。
「
迎

の
人
々
、
見
物
之
人
々
、
賑
々
敷
事
一
一
御
座
候
」
と
あ
り
、
村
人

挙
げ
て
の
出
迎
え
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
、
太
鼓
金
物
に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
、
最
初
は
八
日
市

に
相
談
す
る
こ
と
に
な
り
、
若
衆
勘
右
衛
門
・
勘
六
の
二
人
が
行

っ
た
と
こ
ろ
、
相
談
の
結
果
、
金
六
両
弐
歩
に
決
定
し
た
。
し
かき
や

し
、
見
本
を
持
参
し
て
確
認
し
た
と
｝
」
ろ
、
「
鋲
一
一
重
鋲
」
で
華

し
や

箸
で
大
太
鼓
の
鋲
に
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
と
り
や
め
に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
中
下
村
（
現
彦
根
市
金
沢
町
の
一
部
）
鍛
屋
新
右
衛
門

方
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
「
是
ハ
下
地
・
下
手
二
而
金
物
ヲ
居
と

メ
、
鋲
二
致
度
よ
し
、
元
来
太
鼓
鋲
之
打
招
ヶ
不
致
二
□
た
り
」
と
、

太
鼓
の
鋲
の
経
験
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
彦
根
岡
町
の
金
物

屋
新
左
衛
門
方
へ
、
若
衆
伊
八
・
重
三
郎
の
一
一
人
が
行
っ
て
相
談
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川
尻
村
へ
胴
を
渡
し
、
毎
日
若
衆
が
見
に
行
き
、
漸
々
六
月
二

七
日
取
り
に
行
っ
た
。
「
尚
其
翌
々
日
廿
九
日
あ
つ
ま
り
祭
礼
仕

候
、
是
も
下
地
ば
り
大
望
之
事
な
れ
ハ
、
兎
角
祝
二
祝
な
し
と
て
、

三
方
共
明
神
江
、
湯
之
釜
ヲ
揚
、
一
一
一
方
打
つ
れ
、
稲
村
山
江
宮
参

り
、
徳
二
湯
水
論
相
済
候
事
な
れ
ハ
、
貴
賎
男
女
之
わ
か
ち
も
な

し
、
殊
之
外
、
賑
々
敷
事
ど
も
也
」
と
村
人
の
喜
び
の
ほ
ど
が
記

さ
れ
て
い
る
。

太
鼓
の
入
手
に
は
、
若
衆
親
・
中
老
・
若
衆
ら
が
活
発
な
動
き

を
見
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
太
鼓
自
体
に
か
か
る
直
接
的
経
費
は
、

太
鼓
の
胴
が
一
四
両
、
太
鼓
金
物
が
七
両
壱
歩
、
太
鼓
張
り
が
三

両
弐
歩
の
合
計
二
四
両
三
歩
と
な
っ
て
い
る
。
太
鼓
の
大
き
さ
を

確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
蒲
生
郡
南
津
田
村
で
天
保
一
五
年
二

之
通
川
尻
宣
敷
御
座
候
よ
し
」
相
談
が
決
ま
り
、

の
後
の
甚
六
方
へ
、
金
子
三
両
弐
歩
で
渡
し
た
。

し
た
と
こ
ろ
、
金
子
七
両
壱
歩
に
決
定
し
て
帰
っ
て
き
た
。
「
扣
々

右
金
物
ハ
方
々
二
而
、
惣
中
殊
之
外
心
痛
致
候
」
と
あ
り
、
ふ
さ

わ
し
い
金
具
の
入
手
に
苦
労
し
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
太
鼓
皮
張
立
の
相
談
に
な
っ
た
。
こ
の
太
鼓
の
胴
に
つ

い
て
村
々
か
ら
太
鼓
の
皮
を
張
り
た
い
と
言
っ
て
き
て
い
た
。
甲

田
村
（
坂
田
郡
）
、
野
良
田
村
（
川
原
村
枝
郷
）
、
高
野
瀬
村
（
犬

上
郡
）
、
そ
し
て
、
川
尻
村
（
神
埼
郡
田
附
村
枝
郷
）
か
ら
張
り
た

い
と
言
っ
て
き
て
お
り
、
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
是
ハ
兎
角
前

之
通
川
尻
宣
敷
御
座
候
よ
し
」
相
談
が
決
ま
り
、
川
尻
村
利
兵
衛

薩
摩
村
の
大
太
鼓
の
事
例
は
、
太
鼓
屋
が
胴
や
金
具
を
調
達
し

て
太
鼓
を
張
り
立
て
完
成
し
た
太
鼓
を
売
り
立
て
る
の
で
は
な

く
、
胴
・
金
具
の
調
達
を
村
が
行
い
、
太
鼓
屋
に
張
り
立
て
を
依

頼
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
太
鼓
は
二
尺
程
度
の
太
鼓
で
は
な

く
、
湖
東
に
特
徴
的
な
祭
り
の
大
太
鼓
と
考
え
ら
れ
る
。
胴
を
入

手
す
る
た
め
に
木
浜
や
北
甲
田
村
や
多
賀
に
赴
い
て
い
る
が
、
多

賀
の
例
は
、
木
屋
、
材
木
商
で
胴
を
見
つ
け
交
渉
に
及
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
材
木
商
が
扱
う
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
般
的
に
太
鼓
の
胴
に
は
、
櫟
が
用
い
ら
れ
る
が
、
太
鼓
職
人

が
皮
を
張
る
こ
と
が
で
き
る
胴
を
作
る
の
に
一
○
～
’
五
年
程
度

八
四
四
）
に
四
尺
一
一
寸
の
太
鼓
を
二
二
両
で
購
入
し
た
そ
の
金
額

に
近
く
、
四
～
五
尺
程
度
の
太
鼓
で
あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

薩
摩
村
は
山
川
原
村
か
ら
一
里
半
し
か
離
れ
て
い
な
い
が
、
よ

り
近
い
田
附
村
枝
郷
川
尻
村
に
、
前
回
に
準
じ
皮
張
り
を
依
頼
し

た
。
川
尻
村
は
、
明
治
一
二
年
（
一
八
八
八
）
「
旧
稜
多
村
状
景

調
査
書
」
に
は
記
載
さ
れ
ず
、
こ
の
時
に
は
離
村
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
『
淡
海
木
間
櫻
」
の
神
崎
郡
田
附
村
の
項
に
「
此
村

里
皮
田
村
ア
リ
」
、
’
一
一
シ
屋
に
近
い
の
で
「
三
シ
屋
稔
多
」
と
世

人
誤
り
て
云
う
の
で
あ
ろ
う
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

太
鼓
の
胴
に
つ
い
て
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ま
た
、
先
記
の
愛
知
郡
柳
川
村
の
問
屋
福
島
屋
庄
兵
衛
か
ら
野

良
田
村
（
川
原
村
枝
郷
）
丸
屋
才
次
に
宛
て
た
塩
津
中
村
之
太
鼓

胴
荷
受
覚
な
ど
か
ら
、
太
鼓
の
胴
が
塩
津
中
村
か
ら
船
で
柳
川
港

へ
送
ら
れ
、
さ
ら
に
野
良
田
村
の
丸
屋
才
次
に
送
ら
れ
た
こ
と
、

稿
参
照
）

ま
た
、

か
か
る
と
も
い
う
。
八
幡
町
の
本
願
寺
派
別
院
の
太
鼓
に
古
い
胴

が
用
い
ら
れ
、
大
切
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。

『
雍
州
府
志
』
（
貞
享
元
年
（
’
六
八
四
）
）
に
よ
る
と
、
「
大
太

鼓
太
鼓
の
大
な
る
は
亦
馬
革
を
以
て
製
す
。
天
部
の
屠
人
こ
れ

を
筒
に
貼
る
。
筒
は
近
江
の
山
中
よ
り
こ
れ
を
穿
ち
て
来
る
。
天

さ

部
村
の
屠
人
｝
」
れ
を
買
い
、
再
び
こ
れ
を
改
め
断
り
て
、
馬
革
を

（
釦
｝

両
端
に
貼
る
。
」
と
あ
り
、
天
部
村
で
使
用
さ
れ
た
太
鼓
の
胴
は

近
江
の
山
中
か
ら
穴
を
穿
っ
た
も
の
が
供
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
に
関
係
し
て
、
『
近
江
輿
地
志
略
』
（
享
保
一
九
年
□

七
三
四
］
巻
之
九
十
七
土
産
第
一
志
賀
郡
之
部
）
に
は
「
○
太

鼓
胴
葛
川
よ
り
之
を
出
す
。
」
と
あ
り
、
一
八
世
紀
前
半
に
は

か
つ
ら
が
わ

葛
川
（
現
大
津
市
）
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
南
川
瀬
（
現
彦
根
市
）
の
大
太
鼓
の
胴
に
、
製
作

者
や
張
替
職
人
の
名
前
以
外
に
記
さ
れ
た
胴
内
の
墨
書
か
ら
、
太

鼓
の
胴
と
し
て
く
り
ぬ
き
加
工
さ
れ
て
敦
賀
（
現
福
井
県
敦
賀
市
）

ま
い
は
ら

か
ら
塩
津
（
現
滋
賀
県
伊
香
郡
西
浅
井
町
）
を
へ
て
湖
上
を
米
原
（
現

坂
田
郡
米
原
町
）
へ
運
ん
で
来
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
先

０ 

太
鼓
の
張
替
銘
が
確
認
で
き
る
の
は
ほ
ん
の
一
部
の
太
鼓
で
あ

り
、
新
し
い
資
料
の
確
認
に
と
も
な
っ
て
理
解
を
修
正
し
て
い
か

ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
湖
北
や
高
島
郡
に
つ
い
て
は
資

料
が
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
紙
幅
の
関
係
上
個
々
の
資
料
を
細
か

『
世
事
見
聞
録
』
に
記
さ
れ
分
限
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
才
次

が
、
太
鼓
の
胴
の
入
手
に
か
か
わ
り
、
太
鼓
の
販
売
に
も
か
か
わ

っ
た
こ
と
は
、
先
に
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
南
川

瀬
の
場
合
と
同
様
、
敦
賀
を
経
由
し
て
北
陸
か
ら
太
鼓
の
胴
が
供

給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

｛
蚤
）

さ
ら
に
、
大
太
鼓
の
胴
に
つ
い
て
、
京
都
東
本
願
寺
の
時
太
鼓

は
、
小
口
径
一
・
一
二
ｍ
、
胴
の
長
さ
一
・
四
八
ｍ
、
径
約
三
尺

七
寸
の
太
鼓
で
、
胴
内
に
「
越
前
之
国
吉
田
郡
森
田
駅
舟
橋
邊

金
剛
仁
藏
作
之
」
の
墨
書
が
あ
り
、
標
の
胴
が
越
前
吉
田
郡
森

く
す
り
⑨
う

田
駅
（
福
井
市
の
九
頭
幸
圏
川
北
岸
）
で
作
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
太
鼓
は
、
「
慶
応
畝
ひ
の
え
寅
年
八
月
十
五
日
御
太
鼓
張
替

寄
進
人
三
條
天
部
太
鼓
師
橋
村
理
兵
衛
綱
友
（
花
押
）
」
の
銘

が
あ
り
、
橋
村
理
兵
衛
が
寄
付
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
大
太
鼓
の
胴
の
入
手
に
は
、
商
人
や
廻
船
問
屋
な

ど
を
介
さ
ず
に
は
入
手
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
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く
紹
介
す
る
余
裕
が
な
い
が
、
現
在
ま
で
に
確
認
し
た
二
尺
程
度

の
鋲
太
鼓
か
ら
は
、
近
江
の
太
鼓
づ
く
り
に
つ
い
て
、
蒲
生
郡
林

村
や
滋
賀
郡
坂
本
の
八
木
山
村
の
よ
う
に
太
鼓
に
花
押
を
記
し
、

胴
内
の
削
り
が
横
方
向
に
削
ら
れ
て
い
る
も
の
と
、
愛
知
郡
以
北

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
花
押
を
用
い
ず
、
胴
内
の
削
り
も
縦
方
向
に

削
る
も
の
が
確
認
さ
れ
る
。

前
者
は
京
都
天
部
村
の
技
術
的
系
譜
（
天
部
系
統
）
に
連
な
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
湖
東
湖
南
の
野
洲
郡
や
八
幡
町
周
辺
の
林

村
を
中
心
と
す
る
場
合
（
野
洲
・
八
幡
系
統
）
と
、
湖
西
の
滋
賀

郡
坂
本
を
中
心
と
す
る
場
合
（
八
木
山
系
統
）
に
区
分
し
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

野
洲
・
八
幡
系
統
の
野
洲
郡
で
は
一
八
世
紀
前
半
の
享
保
期
前

半
の
比
較
的
短
期
間
に
張
替
が
確
認
さ
れ
、
八
幡
町
に
接
す
る
林

村
で
は
享
保
期
後
半
か
ら
儀
兵
衛
家
を
中
心
に
活
発
に
活
動
を
開

始
し
、
近
江
の
太
鼓
づ
く
り
の
中
心
的
地
域
に
な
っ
て
い
っ
た
。

一
九
世
紀
中
頃
幕
末
期
に
は
さ
ら
に
多
く
の
太
鼓
張
替
職
人
が
生

ま
れ
、
湖
西
の
太
鼓
を
張
り
替
え
る
太
鼓
職
人
も
現
れ
た
。
他
の

か
わ
た
村
に
も
張
替
を
お
こ
な
う
と
こ
ろ
が
生
ま
れ
、
蒲
生
郡
久

保
村
で
は
一
八
世
紀
末
の
寛
政
六
年
二
七
九
四
）
に
張
替
を
確

認
で
き
る
。

後
者
（
野
良
田
系
統
）
に
つ
い
て
は
湖
北
を
含
む
彦
根
藩
領
に

及
ん
で
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
野
良
田
村
太
鼓
屋
六
右
衛
門

と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
愛
知
郡
川
原
村
枝
郷
の
事
例
が
、

古
く
ま
で
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
八
世
紀
前
半
の
正
徳
六
年
（
一

七
一
六
）
に
は
確
認
さ
れ
、
さ
ら
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
は
愛
知
郡
長
塚
村
太
鼓

屋
藤
八
が
確
認
さ
れ
、
犬
上
郡
竹
之
内
村
で
は
一
九
世
紀
前
半
（
文

化
文
政
期
）
に
は
張
替
や
製
作
を
行
っ
て
い
る
。
坂
田
郡
甲
田
村

で
は
一
八
世
紀
後
半
（
天
明
八
年
）
に
は
太
鼓
づ
く
り
が
始
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
も
野
良
田
系
統
の
技
法
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
ぎ
か

ま
た
、
坂
田
郡
西
上
坂
村
や
浅
井
郡
大
井
村
で
は
、
少
な
く
と

も
一
八
世
紀
後
半
（
安
永
七
年
Ⅱ
一
八
三
七
年
）
か
ら
幕
末
（
安

政
四
年
［
’
八
五
七
二
の
寺
太
鼓
や
宮
太
鼓
の
張
替
が
皮
場
の
売

渡
証
文
中
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
皮
場
の
集
積
を
な
し
て
い
っ

た
西
上
坂
村
枝
郷
で
は
、
嘉
永
四
年
（
’
八
五
二
当
時
、
七
人

か
ら
な
る
「
太
鼓
仲
間
」
が
組
織
さ
れ
、
七
人
以
外
の
宮
太
鼓
商

売
を
禁
止
し
て
い
る
。
皮
場
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
明

ら
か
で
な
い
が
、
そ
れ
は
大
井
村
と
の
争
論
に
と
も
な
い
取
り
決

〈
秘
）

め
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。

湖
北
の
坂
田
郡
で
は
、
太
鼓
張
替
に
つ
い
て
も
皮
場
（
旦
那
場
）

の
論
理
が
重
視
さ
れ
、
皮
場
売
渡
証
文
に
も
記
述
さ
れ
て
い
て
確

認
で
き
る
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
湖
東
湖
南
の
事
例
の
な
か
に

は
、
そ
れ
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
も
の
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。

城
や
大
寺
社
は
勿
論
、
大
太
鼓
を
め
ぐ
る
意
識
に
も
そ
の
よ
う
な
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太
鼓
一
つ
ひ
と
つ
に
歴
史
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
墨
書
も
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
複
数
の
太
鼓
の
墨
書
銘
を
混
同

し
な
い
よ
う
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
花
押
が
記
さ
れ
て

い
る
か
否
か
は
大
切
で
、
今
後
、
花
押
の
分
析
も
必
要
か
と
思
わ

れ
る
。
片
面
の
張
り
替
え
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
墨

書
銘
の
向
き
に
反
映
さ
れ
て
い
よ
う
。
太
鼓
張
替
証
文
と
の
照
合

も
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
も
ま
し
て
、
「
ど
こ
の
太
鼓
か
」
「
太
鼓
職
人
が
し
た
仕

事
は
ど
こ
の
人
々
に
利
用
さ
れ
た
の
か
」
な
ど
、
太
鼓
の
出
所
を

明
ら
か
に
し
て
こ
そ
、
太
鼓
一
つ
ひ
と
つ
を
め
ぐ
る
歴
史
も
わ
か

る
し
、
太
鼓
職
人
の
歴
史
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
。
個
々
の
資
料
を
大
切
に
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
重
要
か
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
研
究
の
輪
が
広
が
り
、
多

く
の
方
々
と
太
鼓
か
ら
見
え
る
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

例
が
あ
っ
た
。

近
江
の
太
鼓
づ
く
り
の
歴
史
の
な
か
に
は
、
湖
東
の
大
太
鼓
に

（
什
）

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
末
代
ま
で
の
重
物
」
と
し
て
大
き
な
太
鼓

を
得
た
い
と
い
う
村
々
の
要
請
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
て
い
っ
た

太
鼓
職
人
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
丹
念
に
太
鼓
の
墨
書
を
確
認

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
太
鼓
を
め
ぐ
る
人
々
の
歴
史
を
明
ら
か

に
で
き
る
と
考
え
る
。

註（
１
）
拙
稿
「
近
江
の
太
鼓
づ
く
り
ｌ
湖
東
湖
南
を
中
心
に
ｌ
」
『
京
都

部
落
史
研
究
所
報
』
第
八
・
九
号
、
一
九
九
九
年
。

（
２
）
『
京
都
の
部
落
史
』
４
．
５
史
料
近
世
１
．
２
、
一
九
八
六
・

’
九
八
八
年
。

（
３
）
京
都
部
落
史
研
究
所
編
『
近
世
の
民
衆
と
芸
能
』
阿
叫
社
、
一

九
八
九
年
所
収
。

（
４
）
京
都
部
落
史
研
究
所
編
、
近
江
八
幡
市
部
落
史
編
纂
委
員
会
・

近
江
八
幡
市
発
行
、
一
九
九
五
年
。

（
５
）
（
社
）
反
差
別
国
際
連
帯
解
放
研
究
所
し
が
、
一
九
九
六
年
。

（
６
）
（
社
）
反
差
別
国
際
連
帯
解
放
研
究
所
し
が
編
集
、
滋
賀
県
教
育

委
員
会
発
行
、
一
九
九
七
年
。
「
太
鼓
づ
く
り
」
は
三
浦
耕
吉
郎

氏
執
筆
。

（
７
）
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）
の
自
序
を
も
つ
俳
諸
の
手
引
書
『
毛

吹
草
』
（
正
保
二
年
［
一
六
四
五
］
刊
）
に
記
載
。

末
筆
な
が
ら
、
資
料
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
資
料

提
供
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
本
稿

は
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
歴
史
部
会
で
の
報
告
を
も
と
に
し
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
拙
文
の
掲
載
を
勧
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
し
た
い
。
な
お
、
詳
述
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
や
割
愛
し
た

と
こ
ろ
や
は
、
別
途
紹
介
し
た
い
。
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（
９
）
八
幡
町
史
編
纂
写
本
中
の
「
林
村
中
領
内
田
畑
川
道
明
細
書
写
」

（
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
筆
写
）
に
、
「
人
頭
四
四
人
数
五
六
六

人
と
穣
多
人
頭
九
人
数
四
五
」
と
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
前

者
の
数
字
は
不
自
然
で
あ
る
。
林
材
全
体
で
の
把
握
状
況
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

（
皿
）
こ
の
太
鼓
も
寛
永
一
四
年
（
’
六
三
七
）
二
月
橋
村
理
右
衛
門

の
製
作
。
大
谷
家
太
鼓
は
先
稿
（
註
１
）
で
紹
介
。

（
ｕ
）
「
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
七
、
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
）
。

（
皿
）
寛
政
七
年
二
七
九
五
）
正
月
天
部
村
蓮
沢
寺
門
徒
が
、
東
本

願
寺
の
時
の
太
鼓
張
替
を
寄
進
し
た
こ
と
が
見
え
る
（
本
願
寺
記

録
所
文
書
。
『
京
都
の
部
落
史
」
４
所
収
）
。

（
Ｅ
）
先
稿
で
は
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
儀
兵
術
の
太
鼓
張
替
時
の

墨
書
を
そ
の
ま
ま
活
用
し
た
が
、
大
谷
家
の
太
鼓
の
墨
書
と
他
の

資
料
と
の
間
に
年
代
的
な
開
き
が
大
き
く
、
現
時
点
で
は
留
保
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
太
鼓
の
墨
書
は
複
数
の
墨
書
が
重
複
し
て
記
さ

れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
判
読
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
墨
書
「
取
次
わ
だ
む
ら
」
の
取
次
者

記
載
も
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
（
先
稿
参
照
）
。

（
ｕ
）
前
掲
註
（
５
）
『
太
鼓
づ
く
り
山
川
原
の
太
鼓
づ
く
り
正
木

専
治
郎
さ
ん
の
語
り
ご
・

（
８
）
前
掲
註
（
４
）
。
以
下
、
近
江
八
幡
市
内
の
事
例
は
主
に
同
書
に

“し●｛フ（》。

（
胆
）
「
滋
賀
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
’
九
九
一
年
。

（
旧
）
川
瀬
治
彦
家
文
書
。
『
近
江
八
幡
の
火
祭
り
行
事
ｌ
民
俗
文
化
財

調
査
報
告
書
』
近
江
八
幡
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
八
年
所
収
。

（
Ⅳ
）
「
近
江
八
幡
の
部
落
史
』
九
五
頁
に
は
「
大
林
村
柳
屋
七
郎
兵
衛
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
七
年
に
林
村
を
大
林
村
と
改
称
し
て

お
り
、
修
正
し
た
。

（
旧
）
南
小
松
区
有
文
書
。
志
賀
町
の
事
例
は
、
米
山
高
広
氏
か
ら
ご

教
示
い
た
だ
い
た
。

（
、
）
後
述
す
る
薩
摩
村
の
「
太
鼓
由
来
記
」
に
出
て
く
る
川
尻
村
に

対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ｍ
）
「
旧
穣
多
村
状
景
調
査
書
」
。

（
皿
）
『
近
江
国
愛
知
郡
川
原
村
枝
郷
皮
田
村
関
連
文
書
』
滋
賀
県
同
和

問
題
研
究
所
、
二
○
○
一
年
。

（
犯
）
現
在
太
鼓
づ
く
り
を
営
む
杉
本
才
次
家
は
、
以
前
は
「
六
右
衛
門
」

を
名
乗
っ
て
い
た
。

（
配
）
二
件
は
杉
本
才
次
家
の
作
業
場
で
拝
見
し
た
。

（
型
）
前
掲
註
２
。
『
京
都
の
部
落
史
」
４
史
料
近
世
１
に
よ
る
。

（
妬
）
「
皮
づ
く
り
と
太
鼓
ｌ
職
人
の
技
ｌ
」
一
九
九
九
年
二
月
二
一

日
か
ら
一
二
月
一
○
日
に
か
け
て
、
真
宗
本
廟
参
拝
接
待
所
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
展
示
。

（
妬
）
谷
口
勝
巳
編
三
史
料
紹
介
）
西
尾
家
文
書
」
『
同
和
問
題
研
究
』

第
三
号
、
一
九
九
一
年
（
先
稿
参
照
）
。
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